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主 な 内 容

令和４年第２回臨時会（7月13日）

▶令和4年度一般会計補正予算を可決
　•結束川調整池整備工事費の増額　１，３７５万円
　•運動公園プール委託料請求事件に係る賠償金　６４４万４千円

令和４年第３回定例会（9月1日～9月22日）

▶令和3年度牛久市各会計歳入歳出決算を認定
▶令和3年度牛久市一般会計歳入歳出決算に対する附帯決議を可決
▶住居ローン控除の適用期間を令和7年入居分まで延長
▶保育園、幼稚園、公立の小中学校の保護者に対する給食費の負
担軽減
▶低所得の子育て世帯への児童一人当たり5万円を支給

………… ２～３ページ

 

特集 

秋　の　装　い

(1)　第111号 令和４年10月31日牛久市議会だより



監査委員の審査意見より

附帯決議の内容

決算審査意見書のなかから 用語の解説

どういかされたか？

　一般会計、特別会計を合わせた決算総額は、歳入４９６億８,６９８万８,７６７円、歳出４６８億７,８２９万９,９６７円で、前年度と比べ、歳入が３７
億６,５９６万９３９円（７．０％）、歳出が42億２,０21万９,５９６円（８．３％）とそれぞれ減少した。
　これは、特別定額給付金をはじめとする新型コロナウイルス感染症対策関連事業で過去最大規模となった令和2年度に比べ、歳入、歳出と
もに減額となったことによる。

決算の審査を総括して

 
 
 
 

令和3年度決算  実質収支
 

 

 

歳入決算額　　３３５億４，８１４万４，４１３円 
２１億５，７３５万３，４０２円の黒字決算２１億５，７３５万３，４０２円の黒字決算

歳入では、自主財源の根幹をなす市税は、コロナ禍
においても約2,200万円増加した。市税の徴収率
は９６．１％で、前年度と比べ0.4ポイント増加し、
日頃から休日や夜間の納税相談の実施やスマホ決済
の導入、口座振替の推進などの成果と評価される。

市税の徴収率９６．１％とは・・・
　収入のなかで大きな割合を占める市税のうち、確定した納付
されるべき額に対し実際に納付された額の割合を表したもの。
令和2年度は95.7％であった。

歳出における予算現額に対する執行率は89.4％と
前年度に比べ2.0ポイント下回っている。不用額は
約19億9,500万円と前年度に比べ2.8％増加して
いる。これは契約差金の効率的な事業遂行の結果と
して生じたものであるが、財源の有効活用を図るた
め、予算計上時に所要経費を精査し、適切な見積も
りを行うなど予算の有効かつ効率的な活用に努めら
れたい。

執行率８９．４％とは・・・
　予算現額に対して、支出した割合を％で表したもの。予算に
対して予定通り事業が進んだかを見る指標となる。令和2年度の
執行率は９１．４％であった。
不用額約19億9,500万円とは・・・
　予算額と実際に支出した額の差額のこと。実施した事業に要
した経費が予算よりも少なく済んだため支出しなかった額とも
いえるもの。令和2年度は19億４,０００万円であった。

実質収支額は約２１億５,７００万円で前年度と比べ約
7億円（５４.5％）の増加となり、実質収支比率は
１２．５％となった。実質収支額は純剰余金額であ
り、一般的には標準財政規模の３～５％が適正な範
囲と言われている。地方交付税等が昨年度に比べ約
8億円増加し、当初の想定を大きく上回ったことが
要因と考えられるが、一方年度途中で適宜こうした
状況を把握し、新たな課題に対応した補正予算を編
成する、次年度以降の財政運営のために基金に積み
立てる、地方債の繰り上げ償還を行うなど、財源を
有効活用できなかったとの見方もできる。

実質収支額約２１億５,７００万円とは・・・
　歳入決算総額から歳出決算総額と翌年度へ繰り越すべき財源
を差し引いたもの。当該年度に本来属するべき収入と支出の差
であり、財政状況を判断するひとつの基準になる。令和2年度は
約13億9,700万円、令和元年度は約9億3,200万円。
実質収支比率１２．５％とは・・・
　標準財政規模（市の標準的な状態における経常的な一般財源
の規模）に対する実質収支の割合。おおよそ３％～５％が望ま
しいと言われている。過度の黒字があることは、行政サービス
の向上、住民負担の軽減に充てられるべきともされている。令
和2年度は８．６％、元年度は５．９％。

※PDCAサイクル Ｐ：Plan（計画）→Ｄ：Do（実施）→Ｃ：Check（評価）→Ａ：Action（改善）
   という視点をプロセスの中に取り込むことで、継続的な改善を推進するマネジメント手法のこと。

１．当初予算計上においては、前年度までの事業の評価を検証し、事業の掲げる行政サービスや目標値、所要経費を精査し、常に見直しを行うこと。
２．総合計画と予算、行政評価と決算はPDCAサイクルにおいてしっかりと連携させること。
３．執行率の低い事業においては、年度途中においても課題設定や改善策を講じ、執行率の向上を図ること。
４．市税を預かり執行する職員一人ひとりが、その職責を自覚し、将来的な危機感を共有しつつ牛久市契約規則や牛久市事務決裁規程等の法令

を順守すること。

　決算特別委員会の審査を行うなかで、今までに
ない大きな実質収支額となったことは、前例踏襲
にとらわれた予算計上や決算見込みの甘さが要因
ともいえ、また職員の当事者意識の問題では牛久
市契約規則における不適切な事例もあったことか
ら、決算に対する附帯決議を行った。

　財政状況はすぐに危機的状況に陥る懸念はないと考えられるが、高
齢化に伴う社会保障関連経費、公共施設の老朽化への対応などを考え
ると、将来的に新たな施策や事業に財源を配分することが、ますます
困難になることが懸念される。
　しかし、財政担当は相当な危機感を持って財政運営にあたっている
が、その危機意識が全庁的に浸透しているとは言い難く、職員一人ひ
とりに対する危機意識や当事者意識の醸成が今後の課題として挙げら
れる。

「将来の財政運営を見通す職員一人ひとりの危機意識の醸成が課題」と指摘

一般会計

令 和 ３ 年 度   決 算 審 査特  集
令和４年10月31日 第111号　(2)牛久市議会だより

各会計別決算状況　　　　（単位：百万円）
歳入 歳出 実質収支

一般会計 33,548 31,095 2,157
国民健康保険 7,901 7,719 182
介護保険 6,211 6,041 171
後期高齢 2,007 2,007 0
青果市場 19 16 3
合計 49,686 46,878 2,513
※百万円未満を端数調整しています。
※下水道事業会計は除く



問令和3年度におけるポータルサイトの利用
状況は。返礼品として人気上位の特産品
は。

答令和3年度は6社のポータルサイトを利用。
合計で8,578件、1億1,777万9千円となっ
た。人気上位の返礼品は、県の共通返礼
品である常陸牛が上位5位のうち4品目を占
めている。牛久市のふるさと寄附を取り扱
うポータルサイトの数が多いほど、寄附金
額が増えるので、ポータルサイト利用料の
支払額が増えていることを考慮しても牛久
市にとってメリットがある。

問派遣されている部活動指導員の派遣先や人
数は。

答派遣されている部活動指導員は下根中学校
の男女バスケットボール部に各一人ずつ。
人材を確保する方法として、部活動サポー
ターにお願いすることを検討している。

 ※部活動指導員は、部活動の指導体制の充
実と「学校の働き方改革」を踏まえた教師
の負担軽減を図るため、令和３年に制定さ
れた「牛久市部活動指導員に関する規則」
に基づき、部活動に対して、さまざまな職
務に従事することができるようになるとと
もに、教師と同じ責任を負うようになった。

問いまだに牛久シャトー再開を知らない市民
がいる。牛久シャトーについて市民への情
報発信は。

答令和3年度はワイン文化日本遺産協議会の
WEBサイトを多言語化し、市内外への情
報発信を行った。小中学校の総合的な学
習の時間を活用して学校と連携した学びの
機会を提供している。

問産後ケアの利用人数が大きく増加してい
る。対象者の拡大や利用回数を増加した
効果は。

答産後ケアを実施しているのは８施設に増
え、令和3年度に対象者や利用可能回数を
拡大したことで、利用者はかなり増えてい
る。育児のサポート不足のために休息を希
望したり、人と交流する場所や育児相談を
したりする機会が少ない環境の中で、ニー
ズに合っていたものであったと推察してい
る。

問スズメバチの駆除に係る委託料が当初予算
額から240万円が流用等により増加してい
る理由は。

答駆除件数が前年度101件、今年度は175件
と増加しているため。

意見 令和4年度に本事業は取りやめとなって
いるが、市民生活の安全確保等からも何ら
かの対応が必要ではないか。

問資材高騰などで猪子住宅の新規着工が先
送りされた。既存の市営住宅の入居状況、
入居希望者の待機数という問題は。

答市営住宅は現在266戸管理しており、入居
率は70パーセントである。最近は入居募集
していても希望者が少なく、空き家となっ
ているところも多い。一方、特に単身高齢
者が入居待ちとなっている。今後、高齢者
のこういう要望は多いことから、県と協議
したうえで、家族向けの市営住宅について
も単身者の入居を可として、募集を行うこ
とにしている。

問特別会計から一般会計への繰出金、また
基金への積立金の考え方は。

答昨年9月までは国民健康保険事業特別会計
で生じた余剰金は一般会計に支出する考え
方であったが、特別会計の独立性の原則に
立てば、一般会計からの安易な赤字繰り出
しは行うべきではないことから、特別会計
で余剰金が生じた場合は、後年度活用する
考え方に変わってきている。
　基金については１億３千万～ 6千万円を目安

として準備したい。

問コロナ禍で閉じこもりがちな高齢者が増え
ていると推測するが、要介護度が進行した
状況は。

答令和3年度中に新たに要介護認定を受けた
方は799人で総数は3,263人、そのうち介
護度が上がった方は924人。介護予防施策
として「うしくかっぱつ体操」等が行われ
ているが、介護度の進行防止という点で
は、通所介護や訪問・通所リハビリ等の
サービスをケアマネジャーがプランに取り
入れることで効果を生んでいるものもあ
る。

ワイン文化日本遺産協議会部活動指導員ふるさと寄附

産後ケア スズメバチの駆除

市営住宅 国民健康保険特別会計 介護保険事業特別会計

委員会
審査より

9月9日に令和3年度決算
に計上されている事業の

現地視察を行いました。牛久駅西口駅前広場
改修工事の状況、「いばらき自慢」の運営状
況、エスカード牛久ビル内専門店街の状況を
確認しました。

　議会では、決算審査を行うため、決算特
別委員会を設置し審査を行いました。審査
は9月9日、12日、13日の3日間行われました。
　ここからは、決算特別委員会での審査の
状況をお知らせします。

【決算特別委員会委員】
委員長 遠　藤　憲　子
副委員長 諸橋太一郎
委員 利根川英雄　須　藤　京　子
 秋　山　　　泉　山　本　伸　子
 長　田　麻　美　伊　藤　裕　一
 鈴　木　勝　利

現地視察

牛久駅西口駅前広場改修工事 いばらき自慢（エスカード牛久ビル2F）

決　算
特別委員会
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須藤 京子 議員

石原 幸雄 議員

秋山 泉 議員

（答弁）

時短やチャレンジ雇用等障がい者雇用の拡充を

うしくグリーンファーム（株）の経営委託を

期日前投票所を増設する考えがあるのか

（答弁）

（答弁）

チャレンジ雇用も含めた就労支援策を検討し、雇用促進を図っていく

３年後を目途に同社の今後のあり方を判断していきたい

現在は増設する予定はないが、混雑が発生した場合検討する

令和４年10月31日 第111号　(4)牛久市議会だより

質
問
　

市
役
所
で
の
障
が
い
者
雇
用
の
さ
ら
な
る
拡

充
の
た
め
、
勤
務
時
間
の
短
縮
や
※
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇

用
の
導
入
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

答
弁
　

（
市
長
）
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
は
達
成

し
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
的
に
採
用
し
て
い
く
。

勤
務
時
間
短
縮
は
給
与
体
系
の
見
直
し
等
も
含
め
た

検
討
が
必
要
と
な
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
は
就
労
機

会
の
確
保
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策
と
認
識
し
て
い

る
が
実
績
は
な
い
。
引
き
続
き
就
労
支
援
施
策
を
検

討
し
、
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

※�
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
と
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
障
が
い
者

等
を
自
治
体
に
お
い
て
非
常
勤
職
員
と
し
て
雇
用
し
、

１
～
３
年
の
業
務
経
験
を
踏
ま
え
、
一
般
企
業
等
へ
の

就
職
に
つ
な
げ
る
制
度
。

質
問
　

親
亡
き
後
の
障
が
い
者
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
は
重
要
だ
。
市
の

実
情
に
応
じ
た
整
備
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）市
内
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
は
じ
め
種
々
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
は
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
大
き
な
課
題
は
拠
点
を

作
る
際
の
専
門
的
人
材
の
確
保
や
養
成
で
、
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ
り
民
間
事
業
者
に

も
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
た
。
つ
く
ば

市
等
で
は
補
助
金
制
度
を
導
入
し
、
段
差
解
消
な
ど

に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。
牛
久
市
で

も
創
設
し
、
差
別
解
消
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）
事
業
所
に
周
知
を
図
り

な
が
ら
、
支
援
策
に
つ
い
て
も
意
見
を
い
た
だ
き
、

補
助
金
制
度
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
主
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
う
し
く
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
は
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
平
成
30
年
か
ら
本
年
ま
で
の

決
算
が
赤
字
で
あ
る
。

　

一
方
、
同
社
の
先
行
き
に
係
わ
る
６
月
定
例
議
会

で
の
同
僚
議
員
の
一
般
質
問
に
対
し
、
執
行
部
か
ら

は
「
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
、

事
業
の
あ
り
方
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
、
同
社
の
今
後
の
経

営
を
Ｊ
Ａ
等
の
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
は
如
何

か
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
次
長
）
同
社
は
、
こ
の
度
10

年
の
返
済
予
定
で
銀
行
か
ら
１
５
０
０
万
円
の
借
り

入
れ
を
し
た
が
、
３
年
後
を
目
途
に
民
間
事
業
者
等

へ
の
委
託
を
含
め
て
、
同
社
の
今
後
の
あ
り
方
を
判

断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
の

発
売
方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
　

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
は
一
万
円
で

一
万
一
千
円
の
買
い
物
が
可
能
な
プ
レ
ミ
ア
付
で
あ

る
が
、
プ
レ
ミ
ア
部
分
は
市
税
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
同
券
の
購
入
は
牛
久
市
民
に
限
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
発
売
と
同
時
に
売
切
れ
に
な
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
券
の
発
売
に
際
し
て

は
、
市
民
が
最
優
先
さ
れ
る
方
法
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
次
長
）
次
回
の
同
券
の
発
売

は
12
月
を
予
定
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前

に
、
発
売
を
依
頼
し

て
い
る
牛
久
市
商
工

会
と
協
議
し
、
現
状

を
含
め
た
発
売
方
法

の
あ
り
方
を
検
討
し

て
参
り
た
い
。

質
問
　

参
院
選
の
期
日
前
投
票
を
ど
う
分
析
す
る
か
。

答
弁
　

（
総
務
部
次
長
）
前
回
の
選
挙
と
比
較
し
た

場
合
、
約
２
５
０
０
人
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
期

日
前
投
票
の
利
便
性
を
認
識
し
浸
透
し
て
い
く
こ
と

で
、
今
後
も
増
え
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　

守
谷
市
と
牛
久
市
以
外
の
県
内
市
町
村
が
、

当
日
投
票
所
の
開
設
時
間
繰
り
上
げ
を
行
っ
て 

い
る
。
今
後
繰
り
上
げ
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　

投
票
所
に
お
け
る
、
誰
に
で
も
優
し
い
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

職
員
は
、
質
問
や
要
望
に
す
ぐ
応
え
る
た
め

に
管
理
運
営
に
つ
い
て
理
解
し
な
く
て
は
い
け�

な
い
。
今
後
、
選
挙
事
務
説
明
会
の
内
容
を
さ
ら
に

強
化
し
、
選
挙
に
携
わ
る
職
員
の
教
育
に
一
層
努
め

て
い
く
。

質
問
　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
対
応
を
ま
と
め
た 

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

先
進
事
例
等
を
調
査
研
究
し
、
従
事
す
る
職

員
の
意
識
統
一
を
図
る
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
。

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

質
問
　

早
産
な
ど
で
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

成
長
を
記
録
で
き
る
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

作
成
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　

（
市
長
）
す
べ
て
の
妊
婦
、
産
婦
さ
ん
と�

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
主
体
的
に
自
立
し
た
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
今

後
も
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問

茨城県のリトルベビー
ハンドブック

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。

ハートフルクーポン券

つくば市の補助事業のチラシ



黒木 のぶ子 議員

諸橋 太一郎 議員

柳井 哲也 議員

（答弁）

ゲリラ豪雨対策として雨水排水工事の状況は

「菊のまちうしく」への具体的な支援体制は

諸物価の高騰に対し生活者に寄り添う支援を

（答弁）

（答弁）

冠水発生箇所の工事を実施し工事終了箇所の被害は発生していない

県内外の方々への周知や駐車場、トイレ、誘導員等を準備中である

国の交付金活用は事業内容の精査と優先順位をつけ計画策定をする

(5)　第111号 令和４年10月31日牛久市議会だより

質
問
　

遊
水
池
の
対
応
力
は
。

答
弁
　

（
建
設
部
次
長
）
根
古
屋
川
緑
地
調
整
池
は

一
時
間
当
た
り
53
・
５
㎜
、
24
時
間
当
た
り

１
８
１
・
４
㎜
で
あ
る
。
貯
留
量
不
足
と
な
ら
な
い

よ
う
に
整
備
を
進
め
る
。

質
問
　

市
民
の
安
全
対
策
を
進
め
る
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
伝
達
方
法
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
方
法
は
。

答
弁
　

（
市
長
）
現
在
、
防
災
無
線
の
工
事
を
行
っ

て
い
る
。
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の

他
に
ス
マ
ホ
用
防
災
ア
プ
リ
導
入
を
新
た
に
進
め

る
。部

活
動
の
地
域
移
行

質
問
　

教
職
員
以
外
の
人
が
生
徒
の
安
全
確
保
や
適

切
な
態
度
や
言
葉
で
指
導
す
る
こ
と
は
想
像
以
上
に

難
し
い
。
ま
た
全
て
の
部
活
動
で
外
部
指
導
者
を
確

保
で
き
る
の
か
等
の
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
部
活
動
の
運
営
方
針

に
基
づ
く
研
修
を
外
部
指
導
者
に
対
し
て
実
施
し
て

い
く
。
退
職
し
た
教
員
の
方
を
中
心
に
幅
広
く
募
集

を
行
っ
て
い
く
。

質
問
　

地
域
移
行
に
よ
り
家
庭
の
金
銭
負
担
が
増
え
、

経
済
的
な
原
因
で
部
活
動
に
参
加
で
き
な
い
生
徒
が

出
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
庭
支
援

の
考
え
は
。

答
弁
　

国
や
県
か
ら
補
助
等
に
つ
い
て
確
定
し
た
情

報
が
な
い
た
め
、
具
体
的
な
内
容
に
答
え
ら
れ
な
い

が
、
経
済
的
な
面
が
原
因
で
土
日
の
部
活
動
に
参
加

で
き
な
い
生
徒
が
で
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
と
検

討
を
続
け
て
い
く
。

質
問
　

「
う
し
く
菊
ま
つ
り
」
は
大
輪
菊
な
ど
の
出

来
映
え
を
競
う
菊
の
品
評
会
で
あ
る
が
、女
化
の「
牛

久
菊
花
公
園
」
は
全
て
の
品
種
を
集
め
た
菊
の
資
料

館
で
あ
る
。
本
年
は
こ
の
二
つ
が
女
化
で
合
体
し
て

同
時
開
催
に
な
る
と
い
う
。
周
知
方
法
は
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
次
長
）
日
本
一
の
菊
ま
つ
り

と
し
て
相
乗
効
果
を
出
す
た
め
に
、
ま
ず
紙
媒
体
で

は
広
報
う
し
く
へ
の
掲
載
、
駅
や
公
共
施
設
へ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
な
ど
。
電
子
媒
体
で
は
か
っ
ぱ
メ
ー

ル
、
市
及
び
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
な
ど
市
の
情
報

発
信
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

質
問
　

駐
車
場
の
確
保
は
、
ど
う
か
。

答
弁
　

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
見
学
者
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
今
年
度
は
地
元
役
員
の
方
々
に
実
行
委
員

会
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
駐
車
場
の
確
保
と

調
整
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問
　

菊
焼
酎
、
菊
ワ
イ

ン
等
の
商
品
開
発
は
。

答
弁
　

（
市
長
）
昨
年
菊
花

公
園
で
菊
茶
を
味
わ
っ
た
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
で
菊
焼
酎

が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

「
牛
久
と
言
え
ば　

芋
銭
」

　
　
　

と
い
わ
れ
る
ま
ち
に

質
問
　

茨
城
県
近
代
美
術
館
所
蔵
の
芋
銭
作
品
を
市

が
取
得
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

（
教
育
部
長
）
美
術
館
は
自
ら
定
め
る
方
針

や
計
画
に
従
い
体
系
的
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し

て
お
り
、
既
存
の
作
品
や
資
料
を
売
却
す
る
こ
と
は

基
本
的
に
は
な
い
。
た
だ
照
明
や
温
湿
度
が
整
っ
た

施
設
が
あ
る
こ
と
、
実
績
の
あ
る
学
芸
員
が
い
る�

こ
と
な
ど
が
整
え
ら
れ
れ
ば
借
り
ら
れ
る
可
能
性
は

あ
る
。

質
問
　

物
価
の
高
騰
と
と
も
に
他
市
と
比
べ
高
い
状

況
に
あ
る
県
南
水
道
も
、
４
月
か
ら
23
％
の
値
上
げ

と
な
っ
た
。
水
は
生
活
の
要
で
あ
る
。
市
民
へ
の
救

済
措
置
と
し
て
、
上
下
水
道
の
基
本
料
金
の
相
当
額

を
国
か
ら
の
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
交
付
金
等

を
活
用
す
る
こ
と
で
免
除
し
て
は
。

答
弁
　

（
建
設
部
次
長
）
減
免
実
施
に
つ
い
て
の
予

定
は
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
で
減
収
さ
れ
た
方
々
に

対
し
申
請
が
あ
れ
ば
上
下
水
道
支
払
い
猶
予
も�

あ
る
。

質
問
　

物
価
高
騰
へ
の
家
計
負
担
軽
減
策
と
し
て
小

中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
を
、
物
価
が
落
ち
着
く
ま

で
の
期
間
限
定
で
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

（
市
長
）
給
食
食
材
の
高
騰
の
中
で
も
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
保
護
者
に
給
食
費
の

値
上
げ
は
求
め
て
お
ら
ず
、
期
間
限
定
で
あ
っ
て
も

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

質
問
　

子
育
て
世
帯
に
対
し
国
の
生
活
支
援
特
別
給

付
金
に
上
乗
せ
す
る
市
独
自
政
策
の
実
施
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）
今
後
も
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
独
自

政
策
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。

牛
久
市
の
介
護
離
職
の
実
態
把
握

質
問
　

国
の
政
策
転
換
で
施
設
介
護
か
ら
居
宅
介
護

が
進
ん
だ
こ
と
で
家
族
介
護
の
た
め
仕
事
を
辞
め
た

人
の
実
態
調
査
の
実
施
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）
介
護
認
定
調
査
で
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
で
在

宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

の
82
％
の
方
が
「
問
題
な

く
続
け
て
い
る
」「
問
題

は
あ
る
が
何
と
か
続
け
て

い
け
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。

一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



山本 伸子 議員

　
鈴木 勝利 議員

池辺 己実夫 議員

（答弁）

ひたち野うしく小中学校の特別教室利用拡充を

コロナ後遺症に対する対応は

災害時の行動で市民が知っておくべきことは

（答弁）

（答弁）

現在は学校教育に支障のない範囲での運用にならざるをえない

適切な情報提供を行い、相談の際には丁寧な対応を心がけていく

「牛久市防災ハンドブック」を参考に災害に備えてほしい

市役所裏門から見た本庁舎

牛久市防災ハンドブック

令和４年10月31日 第111号　(6)牛久市議会だより一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問

質
問
　

現
在
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
の
特
別
教
室

の
市
民
へ
の
利
用
は
土
日
祝
日
の
み
と
な
っ
て
い
る

が
、
平
日
の
放
課
後
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
広
く
市

民
の
利
用
に
特
別
教
室
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体
は

あ
る
。

　

大
き
な
音
が
で
る
吹
奏
楽
な
ど
は
防
音
設
備
の
あ

る
施
設
で
し
か
練
習
が
で
き
ず
、
設
備
の
整
っ
た
学

校
の
音
楽
室
を
利
用
し
た
い
市
民
団
体
か
ら
の
希
望

が
あ
る
。
平
日
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
検
討
を
。

答
弁
　

（
教
育
部
長
）
平
日
は
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

し
て
お
り
夜
７
時
ま
で
は
児
童
が
校
舎
内
に
い
る
た

め
、
安
全
面
を
考
慮
し
利
用
は
不
可
と
し
て
い
る
。

以
前
市
民
が
音
楽
室
を
利
用
し
た
際
、
机
の
位
置
を

移
動
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
り
床
に
傷
が
で
き
、

学
校
の
授
業
に
支
障
を
き
た
し
た
。

　

将
来
的
に
は
学
校
の
開
放
を
進
展
さ
せ
る
べ
き
と

認
識
し
て
い
る
が
、
学
校
教
育
上
支
障
の
な
い
限
り

に
お
い
て
の
利
用
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

ひ
た
ち
野
う
し
く
中
学
校
は
地
域
の
生
涯
学

習
や
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
の
整
備
が
さ
れ
た
。

施
設
の
管
理
面
で
も
地
域
活
動
エ
リ
ア
に
音
楽
室
や

家
庭
科
室
を
配
置
し
可
動
式
仕
切
り
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
の
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

　

で
あ
れ
ば
現
在
利
用
で
き
る
地
域
活
動
室
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
室
だ
け
で
な
く
、
よ
り
開
か
れ
た
開
放
事
業
を
行

い
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

（
市
長
）
学
校
を
開
放
す
る
場
合
ど
う
し
て

も
警
備
に
関
し
て

敏
感
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
が
、
学

校
で
地
域
の
人
と

児
童
が
接
す
る
、

そ
う
い
っ
た
「
地

域
の
学
校
」
が
理

想
形
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

質
問
　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
現
状
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
感
染
者
の
65
％
、
30
代
～
50
代
女
性
の
約
８
割

に
み
ら
れ
る
。
症
状
は
「
倦
怠
感
」、「
せ
き
」、「
嗅

覚
障
害
」、「
味
覚
障
害
」
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
対
す
る
対
応
は
。

答
弁
　

県
で
は
罹
患
後
症
状
外
来
実
施
医
療
機
関
を

整
備
し
、
専
門
的
な
診
療
を
実
施
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。
市
で
は
、
適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
、

相
談
の
際
に
は
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
く
。

市
役
所
裏
門
か
ら
本
庁
舎
ま
で
の

歩
道
の
設
置
を

質
問
　

歩
行
者
と
車
を
分
け
る
歩
道
を
設
置
し
て
は
。

答
弁
　

（
総
務
部
次
長
）
歩
行
者
動
線
と
駐
車
場
動

線
と
の
重
複
や
交
差
を
安
全
か
つ
明
確
に
区
分
す
る

方
策
、
歩
行
者
動
線
の
表
示

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

駐
車
場
全
体
を
再
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

駐
車
場
の
配
置
、
通

行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

補
聴
器
購
入
の
助
成
拡
充
を

質
問
　

難
聴
と
認
知
症
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）
関
わ
り
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問
　

補
聴
器
購
入
の
助
成
拡
充
は
。

答
弁
　

国
や
県
の
動
向
も
見
極
め
、
検
討
を
進
め
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

○
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
組
み

○
学
校
体
育
館
の
高
温
時
に
お
け
る
使
用
と
対
策

質
問
　

牛
久
市
地
域
防
災
計
画
（
風
水
害
等
対
策
計

画
編
）
の
内
容
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
部
分
は
。

答
弁
　

（
市
民
部
長
）
地
域
の
実
情
に
即
し
た
被
害

を
想
定
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
、
消
火
、
水
防
、

救
難
・
救
助
な
ど
の
具
体
策
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
、
食
料
・
医
薬
品
・
物
資
の
輸
送
、
対
策

本
部
の
体
制
、
復
興
の
進
め
方
、
防
災
教
育
や
避
難

訓
練
、
備
蓄
計
画
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
項
目
を
盛
り

込
ん
だ
各
自
治
体
独
自
の
防
災
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

「
い
ざ
と
い
う
時
」
の
行
動
に
つ
い
て
、
牛

久
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
市
民
が
知
っ
て
お
く

べ
き
こ
と
は
何
か
。

答
弁
　

い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
や
日
頃
か
ら
の
備
え
、

非
常
時
の
連
絡
手
段
、
避
難
場
所
一
覧
な
ど
を
記
載

し
た
「
牛
久
市
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
平
時
よ
り
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え

て
い
る
。

魅
力
を
高
め
る
た
め
の

牛
久
沼
周
辺
地
区
の
土
地
利
用

質
問
　

牛
久
沼
周
辺
地
区
の
魅
力
度
を
高
め
る
た
め

に
、
城
中
か
ら
新
地
地
区
の
散
策
路
と
と
も
に
、
牛

久
沼
を
眺
望
で
き
る
新
地
地
区
に
お
い
て
、
週
末
に

農
業
体
験
や
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
を
体
験
で
き
る
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
整
備
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

（
市
長
）
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
運
営
す
る
「
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
、
商
工
観
光
課
職
員
が
企
画
し

た
「
旧
き
佳
き
牛
久
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
～
明
治
か
ら

昭
和
初
期
の
文
化
を
訪
ね
て
～
」
の
参
加
者
の
感
想

や
意
見
、
ク
レ
ー
ム
も
含
め
、
デ
ー
タ
を
集
積
し
、

今
後
の
観
光
事
業
振
興
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

防音設備のある
ひたち野うしく小学校音楽室

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



物価高騰対策としてＱＲコード決済活用を

（答弁）

ケアリーバー※への支援の考えは

（答弁）

物資価格高騰対応を本市はどう取り組むか？

（答弁）
甲斐 徳之助 議員

藤田 尚美 議員

伊藤 裕一 議員

関係機関と情報共有し継続した切れ目のない支援を行っていく

各補正予算を計上した

検討はしたが、従来のやり方を変えるまでに至らなかった

※児童養護施設や里親などの社会的養護経験者

(7)　第111号 令和４年10月31日牛久市議会だより 一般質問一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております

質
問
　

牛
久
市
の
現
状
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）
支
援
を
受
け
て
い
る
方

も
い
る
が
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
や
孤
立
し
困

難
を
抱
え
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
。

質
問
　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
と
の
連
携
は
。

答
弁
　

社
会
的
養
護
を
離
れ
た
後
も
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
先
を
見
据
え
た
支
援
に
つ
い
て
も
協

議
し
て
い
る
。

質
問
　

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
は
。

答
弁
　

児
童
相
談
所
や
児
童
養
護
施
設
等
と
の
情
報

の
共
有
、
今
後
の
支
援
内
容
の
検
討
・
支
援
の
役
割

分
担
を
行
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
へ
の
対
応

質
問
　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
関
係
す
る
男
性
の
疾
病
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
尖せ

ん

圭け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ

な
ど
性
的
接
触
に
よ
り
感
染
す
る
。

質
問
　

男
性
へ
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
は
男
女
ど

ち
ら
に
も
恩
恵
が
感
じ
ら
れ
る
施
策
と
言
え
る
が
。

答
弁
　

（
市
長
）
有
効
性
及
び
安
全
性
を
見
極
め
な

が
ら
牛
久
市
医
師
会
と
相
談
し
継
続
的
に
検
討
し
て

い
く
。

質
問
　

受
診
向
上
の
た
め
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
活
用
の
考
え
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
検
診
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
の
受
診
行
動
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い

と
考
え
る
。

質
問
　

子
宮
頸
が
ん
の
教
育
を
男
女
で
行
っ
て
は
。

答
弁
　

（
教
育
長
）
正
し
い
知
識
を
伝
え
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
、
子

宮
頸
が
ん
教
育
を

行
え
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
。

質
問
　

円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
の
影

響
を
受
け
物
資
価
格
の
高
騰
が
著
し
く
、市
民
の「
体

感
物
価
」
は
高
ま
っ
て
い
る
。
国
の
物
価
高
騰
緊
急

対
策
予
算
へ
の
対
応
を
過
日
、
執
行
部
に
要
望
し
た

が
、
そ
の
後
、
具
体
策
は
ど
う
し
た
か
。

答
弁
　

（
市
長
）
路
線
バ
ス
・
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
対
す
る
補
助
金
を
補
正
予
算
計
上
し
た
。

質
問
　

運
送
事
業
者
や
観
光
バ
ス
事
業
者
か
ら
も
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
次
長
）
検
討
し
て
い
る
。

質
問
　

多
く
の
市
民
を
対
象
と
し
た
事
業
に
す
べ
き

で
あ
る
。
近
隣
自
治
体
の
動
向
も
含
め
質
問
す
る
。

答
弁
　

近
隣
は
、
住
民
を
対
象
と
し
商
品
券
等
を
発

行
し
た
。
本
市
で
は
全
市
民
対
象
事
業
は
な
い
。

質
問
　

小
麦
の
価
格
高
騰
が
与
え
る
物
価
高
へ
の
影

響
は
大
き
い
。
小
麦
に
代
わ
る
米
粉
へ
の
取
り
組
み

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
近
年
米
価
は
安
定
し
て
お

ら
ず
生
産
農
家
へ
の
一
助
に
も
な
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
長
）
米
粉
は
、
代
替
品
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
製
粉
コ
ス
ト
が
高
く
、
利
用

や
一
般
消
費
は
事
業
者
や
消
費
者
に
判
断
を
委
ね
て

い
る
。

質
問
　

米
粉
の
製
粉
コ
ス
ト
高
の
問
題
は
、
補
助
を

利
用
し
必
要
な
機
材
を
市
で
購
入
し
、
う
し
く
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
株
）
に
委
託
し
て
は
。

答
弁
　

同
社
は
経
営
改
善
が
課
題
で
、
６
次
化
事
業

は
難
し
い
。
製
粉
機
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　

学
校
給
食
等
に
米
粉
活
用
の
国
の
検
討
が
あ

る
と
の
情
報
が
あ
る
が
、
そ
の
際
、
取
り
組
む
か
。

答
弁
　

準
備
は
し
て
い
く
。

質
問
　

生
活
支
援
策
や
市
内
商
工
業
者
支
援
策
と
し

て
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
額
の
増
額
、

さ
ら
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
活
用
し
た
市
内
で
の
買

い
物
に
対
し
高
率
の
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
の
考
え
は
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
次
長
）
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
に
つ
い
て
は
発
行
額
の
増
額
を
は
じ
め
、

販
売
方
法
な
ど
検
討
材
料
は
多
く
あ
る
の
で
、
発
行

元
で
あ
る
商
工
会
と
協
議
す
る
。
電
子
決
済
の
上
乗

せ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
は
複
数
の
事
業
者

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
り
検
討
は
し
た
が

負
担
と
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
し
、
従
来
の
や

り
方
を
変
え
る
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
。

省
エ
ネ
支
援
の
取
り
組
み

質
問
　

公
共
料
金
値
上
げ
を
踏
ま
え
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら
も
、
潜
熱
回
収
型
給
湯

器
、
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、
断
熱
窓
等
の
省
エ
ネ

に
資
す
る
設
備
や
機
器
の
購
入
に
対
す
る
補
助
拡
大

や
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
行
動
を
自
治
体
に
申
告
し
た

方
に
景
品
等
を
進
呈
す
る
「
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

実
施
の
考
え
は
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
次
長
）
住
宅
用
環
境
配
慮
型

機
器
を
購
入
し
た
市
民
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
太
陽
光
発
電
に
接
続
す
る

蓄
電
池
及
び
家
庭
用
燃
料
電
池
の
導
入
に
対
し
て
補

助
を
行
っ
て
い
る
。対
象
機
器
や
対
象
件
数
の
拡
大
・

充
実
を
図
れ
な
い
か
検
討
す
る
。
ま
た
、
節
電
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
市
民
向
け
の
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
還
元
策
に
つ
い
て
調
査
及
び
協
議
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
今
後
実
現
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



公立幼稚園の役割と今後の幼児教育のあり方は

（答弁）第二幼稚園を廃止し、第一幼稚園に統合、新たに３歳児保育を実施

子どもたちの居場所と学びの場の確保を 
 
 （答弁）当事者の声をもとに地域・民間の力も借り多様な居場所を考えたい

加川 裕美 議員

全庁的に施設管理の仕様書見直しを

（答弁）明確な仕様書の作成に努める

遠藤 憲子 議員

北島　登 議員

第二幼稚園園舎

令和４年10月31日 第111号　(8)牛久市議会だより一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問

質
問
　

現
時
点
で
不
登
校
・
校
内
の
別
室
に
登
校
し

て
い
る
子
ど
も
の
数
、
教
育
相
談
の
件
数
は
。

答
弁
　

（
教
育
長
）
不
登
校
は
７
月
20
日
ま
で
に
小

学
校
26
人
、
中
学
校
78
人
、
別
室
利
用
は
小
学
校
20

人
、
中
学
校
25
人
。
相
談
は
「
き
ぼ
う
の
広
場
」
に

昨
年
度
１
５
６
０
件
、
今
年
７
月
ま
で
に
４
６
０
件
。

質
問
　

学
校
以
外
の
居
場
所
の
種
類
や
課
題
は
。

答
弁
　

き
ぼ
う
の
広
場
、
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、

中
央
図
書
館
が
あ
る
。
広
場
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー(

社
会
福
祉
士)

が
現
在
不
在
で
あ
る
。

質
問
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
不
在
対
策
は
。

答
弁
　

県
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
が
、
専
門
職
確

保
の
た
め
民
間
連
携
等
も
検
討
し
た
い
。

質
問
　

成
果
を
上
げ
て
い
る
居
場
所
の
事
例
は
。

答
弁
　

中
学
校
の
別
室
は
支
援
教
員
が
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
温
か
い
環
境
作
り
を
行
う
。
不
登
校

者
が
多
い
学
校
は
広
場
の
職
員
が
訪
問
。
加
え
て
自

宅
近
く
や
夜
間
に
利
用
で
き
る
場
が
望
ま
れ
る
。

質
問
　

今
後
の
方
向
性
や
不
登
校
の
未
然
防
止
策
は
。

答
弁
　

不
登
校
の
家
庭
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
適
切
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く
。

質
問
　

リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
に
学
生
優
先
ス
ペ
ー
ス
の
新

設
は
。
全
保
護
者
と
繋
が
る
ア
プ
リ
の
活
用
は
。

答
弁
　(

総
務
部
長)

リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
３
階
は
有
料

個
別
ブ
ー
ス
を
、
２
階
に
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
予

定
し
て
い
る
。
学
割
や
環
境
を
整
え
て
対
応
し
た
い
。

答
弁
　(

教
育
長)

体
験
活
動
の
周
知
や
相
互
通
信

は
重
要
で
あ
る
。
情
報
を
精
選
し
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　

運
動
公
園
の
プ
ー
ル
の
水
道
料
を
め
ぐ
っ
て

の
裁
判
で
市
は
敗
訴
し
た
。
要
因
と
し
て
、
施
設
管

理
運
営
の
仕
様
書
の
不
備
が
あ
る
。
牛
久
市
に
は
庁

舎
を
始
め
学
校
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
多
く
の
施
設
が
市
内
に
あ
る
。
契
約
内
容
、
仕

様
書
の
見
直
し
を
全
庁
的
に
行
う
つ
も
り
が
あ
る

か
。 

答
弁
　

（
総
務
部
長
）
施
設
管
理
の
契
約
に
お
い
て

各
施
設
管
理
の
仕
様
書
の
見
直
し
を
各
担
当
課
に
求

め
、
各
案
件
に
即
し
た
明
確
な
仕
様
書
の
作
成
に
努

め
る
。

質
問
　

共
通
仕
様
書
が
あ
れ
ば
、
学
校
と
か
そ
の
施

設
の
使
用
状
況
に
よ
っ
て
点
検
間
隔
を
ど
れ
だ
け
に

す
る
か
と
か
、
そ
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
す

る
だ
け
で
比
較
的
分
か
り
や
す
い
仕
様
書
が
で
き

る
。
共
通
仕
様
書
を
作
る
つ
も
り
が
あ
る
か
ど
う
か
。

答
弁
　

業
務
内

容
を
一
番
知
っ

て
い
る
担
当
課

が
そ
の
仕
様
書

を
作
成
す
る
の

は
当
然
だ
と

思
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
内
容

を
契
約
検
査
課

で
十
分
に
確
認

を
す
る
。

高
齢
者
の
施
設
利
用
料
の
割
引

質
問
　

高
齢
者
へ
の
使
用
料
金
を
割
引
し
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
の
た
め
減
額
割
引
で
き
な
い

か
。

答
弁
　

（
市
長
）
基
本
的
に
は
受
益
者
負
担
、
た
だ

そ
の
反
面
、
私
は
75
歳
以
上
に
な
っ
た
ら
、
牛
久
の

施
設
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
無
料
に
す
る
の
が
い
い

の
か
と
思
う
。

質
問
　

公
立
の
役
割
、
第
二
幼
稚
園
の
園
児
数
減
少

に
よ
る
影
響
と
対
策
、
今
後
の
幼
児
教
育
は
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
役
割
で
は
、
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
の
最
終
的
な
受
け
皿
で
あ
り
、
公
立

に
通
園
す
る
園
児
の
約
３
割
が
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
。
園
児
数
減
少
に
よ
る
影
響
で
は
、
令
和
６
年

度
に
２
園
体
制
か
ら
１
園
体
制
で
の
運
営
方
針
を
決

定
し
た
。
統
合
後
の
園
舎
は
第
一
幼
稚
園
を
利
用
す

る
。
第
二
幼
稚
園
を
希
望
す
る
方
に
は
当
面
の
間
、

通
園
バ
ス
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
３
年
保
育
を
令

和
５
年
度
よ
り
実
施
す
る
。

答
弁
　

（
教
育
長
）
幼

児
教
育
は
生
涯
に
わ
た

る
人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
も
の
で
あ
り
、
今

後
と
も
幼
児
教
育
の
質

の
向
上
な
ど
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

保
護
者
負
担
が
大
き
い

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

質
問
　

県
内
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
ま
た
は
一

部
助
成
の
状
況
は
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
無
償
化
は
大
子
町
、

城
里
町
、
河
内
町
、
潮
来
市
の
４
市
町
。
神
栖
市
が

令
和
２
年
６
月
～
令
和
５
年
３
月
ま
で
、
稲
敷
市
が

令
和
４
年
９
月
～
令
和
５
年
３
月
ま
で
無
償
化
を
実

施
、
鉾
田
市
が
令
和
４
年
10
月
か
ら
約
３
分
の
２
を

助
成
し
、
一
律
１
５
０
０
円
と
す
る
。

質
問
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
や
物
価
高
騰

で
給
食
費
が
大
き
な
負
担
の
家
庭
も
多
い
。
義
務
教

育
は
無
償
と
憲
法
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
授
業
料

や
教
科
書
と
と
も
に
給
食
費
も
無
償
で
あ
る
べ
き 

だ
が
。

答
弁
　

（
市
長
）
約
４
億
円
の
負
担
は
無
理
で
あ
る
。

牛久運動広場のトイレ

リアルな体験で自分の
場所を見つけよう！

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



指名排除による損害賠償請求訴訟を受けて 
 

（答弁）公平性の意識を高く持ち健全な入札契約制度運営に努める

災害時の在宅避難者を確認する目印の配布を！

（答弁）有効な手段や準備を進める

利根川 英雄 議員

長田麻美 議員

　

令和４年第２回臨時会より
　令和４年７月13日に第２回臨時会が開催されました。
　令和４年度牛久市一般会計補正予算（第３号）の１件が提出
され、賛成多数で可決されました。
　本補正予算の概要は以下の通りです。

一般質問一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております

歳出
・結束川調整池整備工事費の増額
　（補正額１，３７５万円）
・牛久運動公園プール委託料請求事件に係る賠償金
　（補正額６４４万４千円）

歳入
・補正予算調整に伴う財政調整基金繰入金の増額
　（補正額２，０１９万４千円）

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

令
和
４
年
７
月
31
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
１
１
０
号
の

甲
斐
徳
之
助
議
員
の
一
般
質
問
の
記
事
（
８
ペ
ー
ジ
）
を

一
部
削
除
し
て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
該
記
事
の

文
末
に
以
下
の
質
問
と
答
弁
を
追
加
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
内
（
県
南
）
に
お
い
て
の
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
は
？

質
問
　

広
域
の
事
務
組
合
統
合
に
よ
る
考
え
方
と
し
て
、
支

出
や
負
担
割
合
は
ど
う
か
。
ま
た
こ
れ
に
本
市
は
参
画
す
る

か
し
な
い
か
、
執
行
部
の
意
思
は
。

答
弁
　

（
市
長
）
負
担
は
変
わ
ら
な
い
と
認
識
。
参
画
す
る
。

(9)　第111号 令和４年10月31日牛久市議会だより

質
問
　

訴
訟
事
件
敗
訴
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　

（
市
長
）
判
決
に
よ
り
当
時
の
入
札
制
度
は

公
平
性
の
配
慮
に
欠
け
る
と
指
摘
さ
れ
、
市
と
し
て

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
は
、
公
平
性
の
意
識

を
高
く
持
ち
健
全
な
入
札
契
約
制
度
運
営
に
努
め
る
。

質
問
　

今
後
の
不
正
入
札
防
止
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　

（
総
務
部
長
）
官
製
談
合
を
防
ぐ
た
め
に
、

職
員
へ
の
徹
底
し
た
教
育
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問
　

予
定
価
格
の
事
前
公
表
は
、
談
合
が
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

事
前
公
表
に
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
る
。
検
討
を
重
ね
、
判
断
し
た
い
。

質
問
　

入
札
等
監
視
委
員
会
等
第
３
者
機
関
の
設
置

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

設
置
に
必
要
な
規
定
の
制
定
、
委
員
選
任
、

予
算
確
保
等
課
題
が
あ
り
進
ん
で
い
な
い
。
裁
判
結

果
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

旧
統
一
教
会
と
の
関
係
は

質
問
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
霊
感
商
法
や
旧
統

一
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
相
談
事
例
は
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
次
長
）10
年
間
で
４
件
あ
っ
た
。

質
問
　

「
野
の
花
会
」
は
同
教
会
の
関
連
団
体
で
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る
と
聞
く
。
そ
の
把
握
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
長
）
関
係
が
あ
る
個
人
・
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
実
態
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　

茨
城
に
は
、
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧

統
一
教
会
）
の
教
会
は
４
カ
所
あ
る
。
関
わ
り
は
。

答
弁
　

（
総
務
部
次
長
）

こ
れ
ま
で
関
わ
り
は
な
い
。

質
問
　

日
々
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
ど
の
よ

う
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
周
知
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　

（
市
民
部
長
）
よ
り
定
期
的
な
広
報
う
し
く

へ
の
記
事
の
掲
載
、
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
な
ど
を
用
い
た

啓
発
活
動
を
実
施
し
、
市
民
の
更
な
る
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
各
行
政
区
・
各
自
主
防
災
組
織
で
実

施
す
る
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
災
害
時
は

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
助
の
意
識

を
も
っ
て
頂
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　

移
動
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
、
障
が
い
者
へ

の
避
難
指
示
、
移
動
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　

直
接
電
話
等
で
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

避
難
支
援
が
必
要
な
場
合
は
市
職
員
を
中
心
に
支
援

を
行
う
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
　

実
際
に
災
害
が
あ
り
在
宅
避
難
を
さ
れ
て
い

る
場
合
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
い
る
状
態
で

あ
る
と
、
各
家
庭
で
在
宅
避
難
を
し
て
い
る
現
状
が

見
え
な
い
。
ベ
ラ
ン
ダ
や
玄
関
先
な
ど
に
確
認
し
や

す
い
よ
う
、
黄
色
い
布
の
よ
う
な
目
印
を
付
け
れ
ば

安
否
確
認
が
容
易
に
な
る
。
作
成
・
配
布
を
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁
　

本
取
り
組
み
は
大
規
模
災
害
に
お
け
る
迅
速

な
安
否
確
認
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
後
の
救
出
救
護

活
動
に
も
繋
げ
ら
れ
る
事
が
可
能
な
た
め
、
非
常
に

有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。
先
進
的
な
事
例
を
調

査
の
う
え
、
サ
イ
ン
の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

○
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
窓
口
の
進
捗

○
切
れ
目
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

静岡県富士宮市で実施している
「黄色いハンカチ作戦」

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



告
報
会
員
委
任
常
画
企
務
総

告
報
会
員
委
任
常
化
文
育
教

常 任 委 員 会 審 査 報 告
新
築
住
宅
ロ
ー
ン
の
控
除
期
間
が
13
年
間
に
。

中
古
住
宅
等
は
10
年
間
と
変
わ
ら
ず

安
倍
元
首
相
の
国
葬
を
中
止
す
る
よ
う

求
め
る
意
見
書

告
報
会
員
委
任
常
設
建
境
環企

業
誘
致
を
進
め
る

奨
励
措
置
の
条
例
を
延
長
へ

平
穏
な
生
活
環
境
に
関
す
る

条
例
制
定
を
求
め
る
請
願
を
採
択

閉
会
中
継
続
調
査

　閉
会
中
も
議
会
は
活
動
中

（
問
）
施
行
日
と
過
去
の
実
績
は
。

（
答
）
施
行
は
令
和
５
年
１
月
１
日
。
所
得
税
か
ら
控
除

で
き
な
い
場
合
に
、
個
人
市
民
税
か
ら
控
除
す
る
。
令
和

４
年
度
は
対
象
者
１
８
９
３
人
、
約
７
９
０
０
万
円
。
そ

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る
意
見
書

の
う
ち
令
和
３
年
中
に
新
た
に
入
居
し
た
方
は
１
９
４
人
、

約
９
８
０
万
円
。
減
収
分
全
額
が
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
。

（
問
）
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
要
件
は
。

（
答
）
新
築
・
中
古
住
宅
購
入
や
増
改
築
し
た
住
宅
も
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
対
象
と
な
る
。床
面
積
50
㎡
以
上
、

所
得
が
２
千
万
円
以
下
で
あ
る
。

（
問
）
ロ
ー
ン
を
組
ま
ず
一
括
購
入
の
場
合
は
。

（
答
）
優
良
住
宅
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
そ
の

年
度
だ
け
所
得
税
の
減
税
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

（
意
見
）
国
民
の
間
で
も
国
葬
実
施
に
対
し
て
賛
成
・
反

対
の
意
見
が
多
数
出
て
お
り
、
市
議
会
の
意
思
と
し
て
こ

の
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

（
問
）
直
近
５
年
間
の
企
業
誘
致
の
実
績
は
。

（
答
）
延
べ
５
者
で
あ
る
。

（
問
）
条
例
で
は
新
設
と
増
設
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
件
数
は
。

（
答
）
新
設
が
７
件
、
増
設
が
13
件
で
あ
る
。

（
問
）
工
業
団
地
以
外
の
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
経
緯

は
。

（
答
）
平
成
14
年
の
条
例
制
定

時
は
奥
原
工
業
団
地
と
し
て

い
た
が
、
誘
致
が
進
ん
だ
た

め
平
成
17
年
に
条
例
を
改
正

し
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
。

　
平
穏
な
生
活
を
す
る
う
え
で
の
迷
惑
行
為
が
度
々
起

こ
っ
て
い
る
が
、
市
に
は
迷
惑
防
止
条
例
の
よ
う
な
も
の

が
な
く
、
対
応
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
市
議
会
が
市
執
行
部
に
対
し
、
迷
惑
防
止
条
例

の
内
容
も
含
め
た
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
決
議
を
可
決
す
る
よ
う
求
め
た
請
願
で
あ

る
。

　
条
例
が
あ
れ
ば
市
と
し
て
対
応
し
や
す
く
な
る
た
め
請

願
は
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

　
教
育
文
化
常
任
委
員
会
で
は
、
「
公
立
幼
稚

園
の
統
合
に
つ
い
て
」
を
調
査
事
項
と
し
て
、

閉
会
中
の
継
続
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
執
行
部

の
出
席
を
求
め
、
統
合
に
あ
た
り
園
児
や
保
護

者
へ
の
対
応
及
び
令
和
５
年
度
か
ら
の
３
年
保

育
実
施
に
つ
い
て
確
認
が
で
き
た
こ
と
か
ら
調

査
を
終
了
し
ま
し
た
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

　
環
境
建
設
常
任
委
員
会
で
は
「
空
家
対
策
に

つ
い
て
」
を
調
査
事
項
と
し
て
、
令
和
４
年
第

２
回
定
例
会
終
了
後
よ
り
閉
会
中
の
継
続
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
調
査
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
定
例
会

終
了
後
も
継
続
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
他
自
治
体
の
先
進
事
例
等
を
調
査
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
意
見
）
国
の
制
度
と
し
て
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

は
考
え
る
べ
き
大
事
な
問
題
で
あ
り
、
中
学
校
・
高
等
学

校
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
施
す
る
と
い
う
、
少
子
化
の

中
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
や
、学
校
の
働
き
方
改
革
と
し
て
、

教
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
加
配
教
員
を
増
員
し
て

い
く
と
い
う
内
容
は
、
国
に
対
し
て
要
請
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
。

（
意
見
）
教
育
は
国
の
根
幹
で
あ
り
、
よ
い
教
育
を
施
す

た
め
に
は
加
配
教
員
の
増
員
が
必
要
で
あ
り
、
保
護
者
に

だ
け
負
担
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
国
に
対
し
て
も
応
分

の
負
担
を
求
め
て
学
校
教
育
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

令和４年10月31日 第111号　(10)牛久市議会だより



常 任 委 員 会 審 査 報 告

予
算
常
任
委
員
会
報
告

今年度の議会報告会も
YouTubeで配信します
今年度の議会報告会も
YouTubeで配信します

１１月に市民の皆さまに直接お越しいただく形での

議会報告会の開催を予定しておりましたが、準備の

時期に新型コロナウイルスの感染拡大が重なってし

まったことにより、今年度も動画で配信することにな

りました。

定例会の議案や委員会で話し合われた内容など、

「市民の皆さまにお知らせしたいこと」をテーマに、

常任委員会ごとに動画を作成しています。

配信の日時などにつきましては、牛久市ホームペ

ージなどでお知らせします。

令和３年度の議会報告会・定例会の動画も「牛久市

議会公式チャンネル」（YouTube）で配信しています

ので、ぜひご覧下さい。

中根小学校３年生が
牛久市議会を見学
中根小学校３年生が
牛久市議会を見学

7月6・7日に中根小学校３年生の児童約２００人が「総

合的な学習の時間」の授業の一環として、牛久市議会の

見学に来られました。議会事務局の職員が議会について

説明を行い、議場や傍聴フロア、会議室などを見学しま

した。

当日は、児童からたくさんの質問がなされ、メモを取

りながら熱心に回答を聞き取っていました。

後日、子どもたちから市議会あてに、「市議会について

よく理解できた」、「議会を傍聴したい」など、お礼の手紙

をいただきました。

市議会について興味

を持ってもらうための

良い機会となりました。

11月上旬
配信予定

(11)　第111号 令和４年10月31日牛久市議会だより

　

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
教
育
機
関
、
公
共
交
通
事
業
者
等
へ
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
支
援
す
る
事
業
予
算
を
中
心
に
審
議
し
た
。

公
共
交
通
事
業
者
へ
の
燃
料
費
等
の
補
助

(

４
６
５
万
円)

　

バ
ス
事
業
は
、
市
内
に
発
着
地
の
あ
る
関
東
鉄
道
株
式
会
社

の
３
路
線
、
合
計
３
０
０
万
円
、
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
は

１
台
当
た
り
５
万
円
を
予
定
。

学
校
部
活
動
地
域
移
行
モ
デ
ル
事
業　

(

２
３
７
万
４
千
円)

　

対
象
者
は
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
所
属

の
市
内
生
徒
全
員
。
活
動
場
所
は
、
野
球
は
ひ
た
ち
野
う
し
く

中
学
校
、
サ
ッ
カ
ー
は
牛
久
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
期
間

は
11
月
初
旬
か
ら
２
月
下
旬
ま
た
は
３
月
上
旬
ま
で
。
指
導
者

の
委
託
先
は
市
内
民
間
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
検
討
。
ま
た
、
民
間

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
同
様
の
指
導
や
成
績
を
目
標
と
す
る
の
で

は
な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
に
着
眼
点
を
置
く
。

学
校
の
プ
ー
ル
を
修
繕
す
る（
４
０
０
０
万
円
）

　

来
年
度
の
水
泳
授
業
に
備
え
て
、
岡
田
小
と
お
く
の
義
務
教

育
学
校
を
除
く
小
学
校
５
校
の
プ
ー
ル
塗
装
等
を
行
い
、
一
定

期
間
使
え
る
よ
う
に
整
備
す
る
。
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
水
泳
授
業
は
、
水
難
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
時
間
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。
全
国
で
稼
動
率
等
の
問
題
で
、
学
校
の
プ
ー
ル
は

集
約
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
課
題
も
並
行
し
て
考
え
て
い
く
。

民
間
保
育
園
給
食
費
の
食
材
費
高
騰
分
に
対
す
る

補
填

　

民
間
保
育
園
の
給
食
費
補
助
は
、
令
和
４
年
度
分
に
な
り
、

消
費
者
物
価
が
年
間
10
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す
る
と
の
予
測
を
立

て
、
公
立
の
給
食
費
の
賄
費
を
も
と
に
１
食
あ
た
り
20
円
と
し
、

保
育
園
、
幼
稚
園
の
人
数
分
を
か
け
て
計
算
し
た
。
給
食
を
業

務
委
託
し
て
い
る
園
に
も
補
助
対
象
と
な
る
。

燃
料
単
価
の
上
昇
に
よ
る

公
共
施
設
電
気
料
金
の
値
上
げ

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、
燃
料
単
価
が
大
幅
に
上
昇
し
今

ま
で
契
約
し
て
い
た
新
電
力
会
社
と
の
契
約
更
新
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト
と
最
終
補

償
供
給
契
約
を
す
る
こ
と
に
な
り
値
上
げ
と
な
っ
た
。

（
問
）
い
く
つ
か
の
事
業
に
分
か
れ
て
電
気
料
金
の
増
額
補
正
と

な
っ
て
い
る
が
、
公
共
施
設
全
体
と
し
て
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

（
答
）
今
回
の
補
正
予
算
の
中
の
27
事
業
が
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
伴
う
増
額
で
あ
り
、
総
額
は
約
２
億
２
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
約
１
億
円
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
電
気
料
金
と

な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
資
金
融
資
の
援
助
を
す
る
（
１
億
円
）

　

自
粛
要
請
、
蔓
延
防
止
措
置
等
で
減
収
と
な
り
、
茨
城
県
の

事
業
者
支
援
金
を
受
け
た
、
市
内
事
業
者
に
対
し
、
牛
久
市
が

新
た
に
融
資
す
る
も
の
。
一
事
業
者
当
た
り
20
万
円
で
５
０
０

件
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

財
源
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
か
ら
充
当
す
る
。

国
土
強
靭
化
計
画
に
基
づ
く
市
道
の
整
備
の
今
後　

(

９
５
０
万
円)

　

対
象
と
な
る
路
線
は
市

道
53
号
線
の
城
中
町
地
内

の
路
線
で
あ
り
、
全
体
で

９
０
０
㍍
の
整
備
計
画
と

な
る
う
ち
、
２
５
０
㍍
の

整
備
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
残
り
は
次
年
度
以

降
に
継
続
し
て
工
事
を
実

施
す
る
。  
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会
員
委
任
常
報
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長
員
委

　

　
　
　

長
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記
後
集
編

次回定例会のお知らせ

議 案 の 審 議 結 果 凡例：　○…賛成、×…反対
杉森弘之議長（市民クラブ）は採決には加わっておりません

今
号
も
何
と
か
校
了
ま
で
た

ど
り
着
き
、
あ
と
は
１
１
１
号

の
完
成
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集
作
業
は
、

会
期
の
開
会
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
割
付
、
原
稿
作
成
担

当
者
、
校
正
担
当
者
を
決
定
す

る
と
、
会
期
中
に
特
集
記
事
作

成
や
一
般
質
問
の
原
稿
を

チ
ェ
ッ
ク
。
会
期
閉
会
日
に
は

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

入
稿
状
況
を
確
認
。
そ
れ
か
ら

約
10
日
後
に
は
３
回
目
の
委
員

会
を
開
き
、
印
刷
所
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
ゲ
ラ
を
も
と
に
、
全

員
で
入
念
に
初
校
作
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
第
４
回
、

第
５
回
の
委
員
会
を
経
て
、
よ

う
や
く
校
了
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
私
た
ち
は
一
貫
し

て
編
集
方
針
に
則
り
、「
住
民
の

立
場
で
記
事
を
判
断
し
、
住
民

に
関
係
の
深
い
こ
と
を
重
点
的

に
分
か
り
易
く
編
集
」
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
心
を
砕
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
毎
号
の
編
集

だ
け
で
な
く
、
２
年
前
に
は
見

や
す
く
分
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
、
紙
面
を
大

幅
に
刷
新
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
市
民
の
立
場
に
立

ち
、
皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
く

こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
藤
　
裕
一

須
藤
　
京
子

守
屋
　
常
雄

山
本
　
伸
子

長
田
　
麻
美

鈴
木
　
勝
利

加
川
　
裕
美

※牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

　次回の定例議会は、左記の予定で開催
いたします。開会は午前10時です。
　なお、日程は変更になる場合があり
ます。

※本会議は、市役所２階ホールのＴＶ
モニターでも生中継がご覧いただけ
ます。
　また、インターネットにより本会議の録
画も放送しています。

令和４年10月31日 第111号　(12)牛久市議会だより

会派構成 （９月22日現在）
会　派　名 議　　員　　名　
日本共産党 利根川　英雄　　遠　藤　憲　子　　北　島　　登　　加　川　裕　美
新 政 会 諸橋　太一郎　　市　川　圭　一　　池辺　己実夫
市民クラブ 黒木　のぶ子　　須　藤　京　子　　杉　森　弘　之
公 明 党 秋　山　　泉　　藤　田　尚　美　　鈴　木　勝　利

無 会 派 石　原　幸　雄　　柳　井　哲　也　　守　屋　常　雄　　山　本　伸　子
長　田　麻　美　　伊　藤　裕　一　　甲斐　徳之助

11/30（水） 本会議（提案説明）
12/ 5（月）

本会議（一般質問）6（火）
7（水）
8（木）本会議（質疑）
9（金）

常任委員会12（月）
13（火）
16（金）本会議（採決）

第
３
回
定
例
会

意
見
書
案
第
９
号

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
に
係
る
意
見
書

　

ゆ
た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現

す
る
た
め
、
教
職
員
の
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は

か
る
た
め
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
等
を
国
に
要
請
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

意
見
書
案
第
10
号

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
は
、
女
性
の
経
済
的

自
立
や
女
性
人
材
の
成
長
産
業
へ
の
移
動
支
援
を

図
る
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
地
方
に
お

け
る
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
の
強
力
な
推
進
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

　

意
見
書
案
第
11
号

地
方
の
農
地
の
保
全
と
活
用
の
た
め
の
支
援
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
と
民
間
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
農
業
地
域
に
お
け
る
半
農
半
Ｘ
（
は
ん

の
う
は
ん
え
っ
く
す
）
の
農
業
人
材
の
創
出
や
市

民
農
園
の
普
及
拡
大
等
、
国
民
が
農
地
の
保
全
と

活
用
の
た
め
の
活
動
に
参
入
し
や
す
い
環
境
の
整

備
と
予
算
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

意
見
書
案
第
12
号

安
倍
元
首
相
の
国
葬
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
る
意

見
書

　

民
主
主
義
の
中
で
、
国
の
儀
式
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
国
会
で
議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
安
倍
元
首

相
の
国
葬
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
で
否
決

決
議
案
第
４
号

農
業
生
産
資
材
高
騰
対
策
の
実
施
を
求
め
る
決
議

　

原
油
価
格
の
高
騰
や
物
流
費
上
昇
に
伴
う
農
業

生
産
資
材
の
高
騰
等
に
よ
り
、
農
業
所
得
が
減
少

し
て
い
る
。
農
業
者
が
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、

消
費
者
に
安
全
・
安
心
な
食
料
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
よ
う
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
支
援
策
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

決
議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
牛
久
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

対
す
る
附
帯
決
議

　

牛
久
市
議
会
が
、
牛
久
市
執
行
部
に
対
し
、
総

合
計
画
と
予
算
、
行
政
評
価
と
決
算
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
、
執
行
率
の
低
い

事
業
は
、
年
度
途
中
に
お
い
て
も
課
題
設
定
や
改

善
策
を
講
じ
、
執
行
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
留
意
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

決
議
案
第
６
号

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
求
め

る
決
議

　

牛
久
市
議
会
が
、
牛
久
市
執
行
部
に
対
し
、
迷

惑
防
止
条
例
の
内
容
も
含
め
た
、
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

請
願
第
２
号

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
営
業
収
入

が
少
な
く
て
も
課
税
業
者
と
な
り
、
消
費
税
納
税

の
義
務
が
発
生
す
る
。
地
域
経
済
活
性
の
た
め
に

も
、
地
域
に
根
ざ
す
中
小
零
細
事
業
者
に
負
担
を

強
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
を
中
止
す
る
よ

う
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
で
否
決

請
願
第
３
号

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
求
め

る
決
議
の
可
決
を
求
め
る
請
願

　

牛
久
市
議
会
が
、
牛
久
市
執
行
部
に
対
し
、
迷

惑
防
止
条
例
の
内
容
も
含
め
た
、
生
活
環
境
の
静

穏
と
平
穏
を
保
全
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
を
求

め
る
決
議
を
可
決
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

意
見
書
・
決
議
・
請
願

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第３回定例会】

３０号
牛久市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポスターの
作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について

３１号
牛久市議会議員及び市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改正す
る条例について

３２号 牛久市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
３３号 牛久市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について
３４号 牛久市税条例等の一部を改正する条例について
３７号 令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）
３８号 令和４年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
３９号 令和４年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）
４０号 令和４年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
４１号 令和４年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
４２号 令和４年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）
４３号 牛久市教育長の任命について
４４号 牛久市教育委員会委員の任命について
４５号 令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号）
意見書案
第10号

女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書の提出について

決議案
第４号

農業生産資材高騰対策の実施を求める決議について

決議案
第５号

令和３年度牛久市一般会計歳入歳出決算に対する附帯決議について

決議案
第６号

生活環境の保全に関する条例の制定を求める決議について

請願
第３号

生活環境の保全に関する条例の制定を求める決議の可決を求める請願

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　　　案　　　等　　　名

日
本
共
産
党

新

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

公

明

党

無
会
派︵
石
原
︶

無
会
派︵
柳
井
︶

無
会
派︵
守
屋
︶

無
会
派︵
山
本
︶

無
会
派︵
長
田
︶

無
会
派︵
伊
藤
︶

無
会
派︵
甲
斐
︶

議
決
結
果

【第２回臨時会】

２９号
令和４年度牛久市一般会計補正予算
（第３号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可
決

【第３回定例会】

３５号
牛久市企業誘致条例の一部を改正す
る条例について

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

３６号

牛久市地域経済牽引事業の促進によ
る地域の成長発展の基盤強化に関す
る法律第９条第１項の規定に基づく
準則を定める条例の一部を改正する
条例について

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

認定
第１号

令和３年度牛久市各会計歳入歳出決
算認定について

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認
定

意見書案
第９号

教職員定数改善及び義務教育費
国庫負担制度堅持に係る意見書
の提出について

〇
〇諸橋
○市川
×池辺

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 可
決

意見書案
第１１号

地方の農地の保全と活用のための
支援拡充を求める意見書の提出に
ついて

× 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見書案
第１２号

安倍元首相の国葬を中止するよう求
める意見書の提出について

〇 × 〇 × × × × 〇 × × × 否
決

請願
第２号

消費税インボイス制度の実施中止を
求める意見書を国に提出することを
求める請願書

〇 × 〇 × × × × × × × ×
不
採
択


